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■特別功労表彰［町政の向上発展に貢献］

▲ 表彰者・感謝状贈呈者の皆さん

▲ 受賞者を代表し謝辞を述べる伊藤正市さん

▲  65周年を記念し作成されたビデオも上映

▲ 第 2 部で記念講演を行った岩崎教授

▲ 町制 65 周年を祝い、清野邦夫町森林組合代表理事組合長の音頭で万歳三唱

町
制
施
行
65
周
年
記
念
式
典  

挙
行

　

町
で
は
11
月
19
日
、
町
制
施
行
65
周
年
記
念
式
典
・
自
治
功
労
者
表
彰
式
・
自
治
区
長
大
会
・

納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
を
さ
ゆ
り
公
園
体
育
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
町
の
歴

史
を
振
り
返
り
町
制
施
行
65
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
町
政
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
自
治
功

労
者
や
長
年
に
わ
た
り
自
治
区
長
・
納
税
貯
蓄
組
合
長
を
務
め
た
皆
さ
ん
へ
の
表
彰
状
と
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
福
島
大
学
の
岩
崎
由
美
子
教
授
に
よ
る
記
念
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
薄
町
長
が
「
町
は
今
日
ま

で
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き

た
先
人
諸
氏
な
ら
び
に
町
民
の
皆
さ

ま
の
知
恵
と
行
動
力
、
そ
し
て
た
ゆ

み
な
い
郷
土
愛
に
よ
り
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。
今
後
も
『
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
』
を
進
め
、
町
民
が
主
役

の
夢
ふ
く
ら
む
未
来
を
目
指
し
町
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
、
清
野
佐
一
町
議
会

議
長
や
来
賓
の
皆
さ
ん
が
お
祝
い
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
薄
町
長
が
受
賞
者
の
皆

さ
ん
へ
表
彰
状
や
感
謝
状
を
贈
り
、

長
年
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。
特

別
功
労
表
彰
を
受
け
た
伊
藤
正
市

さ
ん
が
受
賞
者
を
代
表
し
、「
受
賞

は
ひ
と
え
に
諸
先
輩
方
や
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
指
導
と
ご
支
援
の
賜
物
で

す
。
消
防
団
で
の
活
動
は
私
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
経
験
で
す
。
今

後
も
町
勢
の
伸
展
に
協
力
し
て
い
き

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
記
念
講
演
と
し
て
、

平
成
18
年
か
ら
奥
川
地
区
の
調
査
な

ど
を
通
し
町
と
関
わ
り
の
あ
る
福
島

大
学
行
政
政
策
学
類
の
岩
崎
由
美
子

教
授
が
、
農
山
村
の
再
生
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

前町議会議員　　　　　　荒　海　清　隆

　 　町議会議員として、４期16年の長きにわたり、

議会の伸展と町政の向上発展に貢献。平成 27

年７月からは経済常任委員会委員長、平成 27

年９月からは議会活性化特別委員会委員長を２

年間務め、議会の円滑な運営と活性化に尽力。

元町消防団第二分団長　　目　黒　　　一

　 　町消防団員として、38 年６月の長きにわた

り消防人として活躍。平成 16 年４月からは分

団長として、団員の指導に励み、組織強化に尽

力。平成 30 年秋の叙勲で瑞宝単光章を受章。

前町消防団長　　　　　　伊　藤　正　市

　 　町消防団員として、45 年の長きにわたり消

防人として活躍。平成 28 年４月からは団長と

して団を統率し、団員の指導に励み、近代的な

消防技術の向上、組織の結束力強化に尽力。令

和元年春の叙勲で瑞宝単光章を受章。

元町消防団第五分団長　　宮　澤　　　悟

　 　町消防団員として、34 年３月の長きにわた

り消防人として活躍。平成５年７月からは分団

長として、団員の指導に励み、組織強化に尽力。

平成 30 年春の叙勲で瑞宝単光章を受章。

元町消防団第三分団長 故石　川　正　男

　 　町消防団員として、37 年４月の長きにわた

り消防人として活躍。昭和 57 年７月からは分

団長として、団員の指導に励み、組織強化に尽

力。平成 30 年 10 月高齢者叙勲で瑞宝単光章

を受章。

■功労表彰［町政の向上発展に貢献］

元町消防団第三分団長 　渡　部　義　則

前町農事連絡員 　土　田　　　巧

前町農事連絡員 　石　川　𠀋　夫

前町農事連絡員 　波田野　和　信

■自治区長永年勤続者  ［10年勤続］

　下小屋自治区長 小　柴　正　意

軽沢自治区長 鈴　木　　　洋

徳沢自治区長 猪　俣　靜　也

　前梨平自治区長 故玉　木　達　雄

■自治区長永年勤続者  ［５年勤続］

熊沢自治区長 佐　藤　勘　一

弥平四郎自治区長 篠　木　留　吉

令和元年度　表彰者・感謝状贈呈者［敬称略］

■功労表彰［教育、文化、学術、スポーツ等の興隆に貢献］

　音響ボランティア 　仲　川　文　夫

NPO法人西会津国際芸術村理事長 　安　藤　壽美子

■善行表彰［町政の向上発展に貢献］

　株式会社飯豊建設代表取締役　斉　藤　　　等

エスオーインターナショナル株式会社（宮城県仙台市）
代表取締役　佐　藤　　　悟

■納税貯蓄組合長永年勤続者 ［15 年勤続］

　縄沢更生納税貯蓄組合長 　長谷川　勝　美

樟山納税貯蓄組合長 　安　部　一　壽

中町野原納税貯蓄組合長 　矢　部　政　喜

■納税貯蓄組合長永年勤続者 ［10 年勤続］

　縄沢西平納税貯蓄組合長 長谷川　文　夫

　柴崎第一納税貯蓄組合長 髙　橋　　　誠

前柴崎第二納税貯蓄組合長 武　藤　正　喜

中ノ沢第一納税貯蓄組合長 矢　部　忠　夫

前上田納税貯蓄組合長 長谷川　成　博

感謝状贈呈

自治功労者表彰
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議
案
34
件
を
審
議
、
可
決

12
月
町
議
会
定
例
会
報
告

　

12
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
令
和
元
年
第
９
回
町
議
会
定
例
会
で
は
、
条
例
の

制
定
や
一
部
改
正
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
、
公
の
施
設
の
管
理
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
、

町
政
が
当
面
す
る
重
要
な
議
案
34
件
が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
町
政

の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

除
排
雪
対
策
に
つ
い
て 

―
―

　

今
年
度
も
雪
処
理
支
援
隊
を
設

置
し
、
雪
処
理
の
支
援
体
制
を
整

え
る
こ
と
で
、
冬
期
間
の
安
心
を

可
決
さ
れ
た
議
案

◆ 

第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
・
第
２
号
会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
・
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
の
導
入
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
＝
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
改
正
に
よ
る
「
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
」
導
入
に

伴
う
条
例
の
制
定

◆ 

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制

限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定

◆ 

町
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
＝
下
水
道

施
設
事
業
、
農
業
集
落
排
水
処

理
事
業
、
個
別
排
水
処
理
事
業

及
び
簡
易
水
道
等
事
業
の
特
別

会
計
の
公
営
企
業
会
計
へ
の
移

行
に
伴
う
改
正

◆ 

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
学
校

運
営
協
議
会
制
度
の
導
入
に
伴

う
同
協
議
会
委
員
の
報
酬
等
に

係
る
改
正

◆ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
＝
人
事
院
お
よ
び
県

人
事
委
員
会
の
勧
告
に
準
じ
た

職
員
の
給
料
等
の
改
正

◆ 

町
税
条
例
の
一
部
改
正
＝
地
方

税
法
の
改
正
に
伴
う
町
民
税
申

確
保
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
除
排
雪
費
用
助

成
事
業
に
つ
い
て
は
現
在

対
象
世
帯
の
方
々
へ
通
知

を
し
、
申
請
の
受
付
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
事

業
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者

世
帯
や
障
が
い
者
世
帯
な

ど
で
自
力
で
の
除
排
雪
が

困
難
で
あ
り
、
か
つ
非
課

税
世
帯
を
対
象
に
、
除
排

雪
費
用
と
し
て
年
間
１
万

円
を
助
成
す
る
事
業
で
す
。
除
排

雪
を
行
う
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

募
集
に
よ
り
登
録
を
し
た
町
内
の

事
業
所
や
個
人
事
業
主
の
96
の
事

業
者
で
す
。
ま
た
、
本
事
業
の
対

象
世
帯
以
外
の
方
か
ら
も
事
業
者

を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
い
う
問
い

合
わ
せ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
登
録

事
業
者
の
中
で
公
表
を
希
望
す
る

事
業
者
に
つ
い
て
は
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
雪
の
相
談
窓

口
」
な
ど
を
通
じ
周
知
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
女
子
短
期
大
学
で
の

福
島
フ
ェ
ア
に
つ
い
て 

―
―

　

埼
玉
女
子
短
期
大
学
エ
ア
ラ
イ

ン
専
門
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
に
は
、
全

日
本
空
輸
の
特
別
機
「
東
北
フ
ラ

ワ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
」
の
機
体
に
オ
ト

メ
ユ
リ
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
平
成
28
年
か
ら
安

座
地
区
の
オ
ト
メ
ユ
リ
保
護
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
同
短
大
の
桾ぐ
み

沢さ
わ

栄

一
学
長
な
ら
び
に
西
会
津
応
援
大

使
で
あ
る
森
川
佳
世
教
授
の
取
り

計
ら
い
に
よ
り
、
同
様
に
交
流
の

あ
る
塙
町
と
と
も
に
、
風
評
払
拭

を
目
的
と
し
た
福
島
フ
ェ
ア
第
１

弾
と
し
て
両
町
の
農
産
物
を
使
用

し
た
「
ご
ろ
ご
ろ
野
菜
カ
レ
ー
」

が
去
る
10
月
９
日
、
学
生
食
堂
で

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
が
た
っ

ぷ
り
入
っ
た
カ
レ
ー
は
と
て
も
好

評
で
２
０
０
食
が
完
売
し
ま
し

た
。
第
２
弾
の
フ
ェ
ア
が
12
月
11

日
、
12
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
も
同
短
大
と
の

連
携
に
よ
り
地
域
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

令
和
元
年
産
米
の
作
柄
と

全
量
全
袋
検
査
に
つ
い
て
―
―

　

農
林
水
産
省
に
よ
る
10
月
31
日

発
表
の
米
の
作
況
指
数
は
、
全
国

が
「
99
」
の
「
平
年
並
み
」、
東

北
全
体
は
「
１
０
４
」
の
「
や
や

良
」
と
な
り
ま
し
た
。
福
島
県
内

で
は
、
会
津
地
方
が
「
１
０
３
」、

中
通
り
・
浜
通
り
が
「
１
０
２
」

と
、
と
も
に
「
や
や
良
」
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
は
夏
場
の
高
温
な
ど
に
よ

（
↖
次
㌻
上
へ
）

り
品
質
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た

が
、
本
町
の
会
津
よ
つ
ば
農
協
へ

の
米
の
出
荷
状
況
を
見
ま
す
と
、

一
等
米
比
率
は
11
月
５
日
現
在
で

87
・
１
㌫
と
な
っ
て
お
り
、
大
き

な
影
響
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
で
８
年
目
と
な
る

米
の
全
量
全
袋
検
査
に
つ
い
て

は
、
町
内
２
箇
所
の
検
査
場
に
お

い
て
９
月
18
日
か
ら
検
査
を
実
施

し
て
お
り
、
10
月
末
日
現
在
、
約

７
万
袋
の
検
査
を
終
え
た
と
こ
ろ

で
す
。
現
在
ま
で
出
荷
規
制
値
を

超
え
る
米
は
検
出
さ
れ
て
お
ら

ず
、
西
会
津
産
米
の
安
全
安
心
が

確
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

西
会
津
高
校
の

活
性
化
に
つ
い
て
―
―

　

西
会
津
高
校
の
今
後
の
支
援
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

支
援
策
の
検
証
や
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
協
議
、
検
討
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
町
で
は
生
徒

の
相
談
役
や
地
域
の
協
力
者
と
の

つ
な
ぎ
役
を
担
う
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
12
月
か
ら
新
た
に
１
名

配
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

教
師
と
は
違
う

立
場
で
生
徒
一
人
一
人
に
寄
り

添
っ
た
教
育
と
、
多
様
性
の
あ
る

学
校
生
活
が
送
れ
る
環
境
づ
く
り

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
西
会
津
高
校
で
は
「
地

域
協
働
推
進
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
の
導
入
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
町
で

は
引
き
続
き
西
会
津
高
校
の
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

西
会
津
こ
ど
も
研
幾
塾

に
つ
い
て
―
―

　

町
で
は
本
町
の
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
と
し
て
今

年
度
よ
り
「
西
会
津
こ
ど
も
研
幾

塾
」
を
開
塾
し
、
入
塾
し
た
小
学

校
５
・
６
年
生
の
児
童
12
名
が
、

町
の
歴
史
名
所
巡
り
や
、
会
津
大

学
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
、
農
産

物
の
収
穫
体
験
や
町
内
の
工
場
見

学
な
ど
、
貴
重
な
体
験
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

去
る
10
月
31
日
に
開
か
れ
た
閉

塾
式
で
は
、
塾
生
一
人
一
人
が
体

験
活
動
を
通
し
て
こ
れ
ま
で
学
ん

で
き
た
こ
と
や
、
本
町
の
未
来
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
発
表
し
、

最
後
に
、
第
一
期
生
と
し
て
の
修

了
証
を
授
与
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

研
幾
塾
の
今
年
度
の
活
動
は
こ

れ
で
終
了
と
な
り
ま
す
が
、
町
と

し
て
は
来
年
度
も
引
き
続
き
同
塾

を
開
塾
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
を
通
し
て
非
認
知
能
力
の
向
上

と
、
本
町
の
未
来
を
担
う
人
材
の

育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

告
書
の
記
載
事
項
規
定
等
に
係

る
改
正

◆ 
町
消
防
団
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
＝
消
防
団
員
の

入
団
資
格
の
緩
和
を
図
る
改
正

◆ 

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
次
）
＝
台
風
19
号
の

被
害
に
係
る
災
害
復
旧
工
事
費

の
計
上
や
職
員
の
給
与
等
の
調

整
に
よ
り
７
５
３
万
２
０
０
０

円
を
減
額

◆ 

令
和
元
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

◆ 

財
産
の
取
得
＝
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
お
よ
び
Ｘ
線
検
査
装
置

◆ 

公
の
施
設
の
管
理
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
（
９
施
設
）

◆ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
へ
の
同
意
＝
伊
藤
重

人
さ
ん
（
塩
）、
齋
藤
和
則
さ

ん
（
上
野
尻
）、
高
濱
悦
子
さ

ん
（
８
町
内
）
の
選
任
に
同
意

◆ 

町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
・
議
会

議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
条
例
の
一
部
改
正
＝
人
事
院

勧
告
等
に
準
じ
た
改
正

◆ 

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
次
）
＝
町
長
等
特
別

職
、
議
会
議
員
の
期
末
手
当
改

正
に
伴
う
補
正
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

▲ 委員を代表し委嘱状を受け取る佐藤勝栄さん▲ 委員を代表し誓いの言葉を述べる山形正さん

▲ 退任者を代表し感謝状を受け取る矢部正夫さん

▲ 新たに民生・児童委員に委嘱された委員の皆さん

ご
存
知
で
す
か

民
生
・
児
童
委
員

　

民
生
委
員
は
、
社
会
福
祉
増

進
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

立
場
で
生
活
や
福
祉
全
般
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支

援
を
行
う
地
域
福
祉
活
動
の
担

い
手
で
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
は
児
童
委

員
を
兼
ね
て
お
り
、
主
任
児
童

委
員
と
協
力
し
、
児
童
福
祉
に

関
わ
る
活
動
も
行
う
ほ
か
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
委
嘱
す
る

心
配
ご
と
相
談
員
や
日
本
赤
十

字
社
が
委
嘱
す
る
日
本
赤
十
字

社
協
賛
員
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

民
生
・
児
童
委
員
は

身
近
な
相
談
相
手

　

地
域
社
会
で
の
つ
な
が
り
が

薄
れ
つ
つ
あ
る
な
か
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
、
ま
た
、
悩
み
を

抱
え
る
人
た
ち
が
孤
立
し
な
い

よ
う
、
民
生
・
児
童
委
員
は
身

近
な
相
談
相
手
と
な
り
、
支
援

が
必
要
な
人
と
関
係
機
関
と

を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　　

12
月
３
日
、
民
生
・
児
童
委

員
委
嘱
状
等
伝
達
式
が
町
役
場

大
会
議
室
で
行
わ
れ
、
任
期
満

了
に
伴
い
新
た
に
選
任
さ
れ
た

委
員
43
人
に
対
し
、
薄
町
長
よ

り
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
に

よ
り
委
嘱
さ
れ
、
任
期
は
令
和

４
年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
式
で
は
退
任
さ
れ
た

委
員
の
皆
さ
ん
へ
厚
生
労
働
大

臣
や
日
本
赤
十
字
社
な
ど
か
ら

の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

支
援
を
必
要
と
す
る
人
と
行
政
を
つ
な
ぐ　

民
生
・
児
童
委
員
が
新
体
制
に
な
り
ま
し
た

民
生
・
児
童
委
員
の

活
動
内
容

① 
担
当
地
区
内
の
高
齢
者
や
障

が
い
者
世
帯
、児
童･

妊
産

婦
の
い
る
世
帯
、ひ
と
り
親

世
帯
な
ど
へ
の
見
守
り
お
よ

び
相
談
支
援
活
動
。

② 

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、福
祉
制
度
な
ど
の
情

報
の
提
供
や
、支
援
を
必
要

と
す
る
人
と
関
係
機
関
を
つ

な
ぐ
パ
イ
プ
役
。

③ 

３
人
の
主
任
児
童
委
員
は
、

児
童
に
関
す
る
相
談
支
援
を

行
い
、担
当
地
区
の
民
生･

児
童
委
員
や
関
係
機
関
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
活
動

し
ま
す
。

困
っ
た
と
き
に
は

相
談
を

　

困
り
ご
と
が
あ
る
場
合
や
、

支
援
が
必
要
な
と
き
は
、秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
該
当
地
区
の
民
生･

児

童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

　

☎
45
―
２
２
１
４

担  当  地  区 氏　名

西原 ･森野 長谷川　スミヱ

萱本 ･松尾 鈴　木　由美子

上小島 ･尾登 野　原　サヨ子

下小島 ･さゆりが丘 三　瓶　ひとみ

西林 ･西林東 矢　部　達　男

縄沢 ･青坂 ･軽沢 青　津　　　稔

牛尾 ･山口 ･出ヶ原 佐　藤　政　雄

程窪 ･泥浮山 ･長桜 新　田　啓一郎

黒沢 ･小杉山 渡　部　徳　子

尾野本地区［主任児童委員］ 荒　海　孝　子

担  当  地  区 氏　名

1町内 ･2 町内北側 齋　藤　彰　子

2町内南側 ･3 町内 長谷川　和　典

4･5 町内 伊　藤　美津子

6･7 町内 岩　原　　　稔

8町内 ･9 町内駅前通り西側 酒　井　德　子

9町内駅前通り東側 ･
10 町内 ･下小屋 小　柴　正　意

芝草 長谷川　美枝子

堀越 ･芹沼 ･塩喰 小野木　さよ子

牧 ･安座 長谷川　貞　男

西平 ･中野 ･大久保 ･四岐 清　野　慶　久

野沢地区［主任児童委員］ 長　澤　文　子

担  当  地  区 氏　名

戸中 ･橋屋 ･井谷 ･八重窪 渡　部　カヅ子

向原 ･塩 ･下松 伊　藤　哲　雄

新町 ･道目 井　上　美枝子

山浦 ･出戸 鈴　木　儀　平

中ノ沢 ･松峯 矢　部　忠　夫

中町 ･小山 ･真ヶ沢 猪　俣　八重子

宮野 ･梨平 ･小屋 長谷川　成　博

小綱木 ･大舟沢 宮　澤　吉　夫

極入 木　村　芳　主

弥平四郎 ･弥生 小　椋　マサコ

群岡 ･新郷 ･奥川地区
［主任児童委員］ 佐　藤　惠　子

担  当  地  区 氏　名

上野尻 1･2･3･4 藤　田　静　子

上野尻 5･6 平　野　マチ子

下野尻南側 ･端村 藤　原　清　一

下野尻北側 平　野　裕　子

徳沢 ･杉山 山　形　　　正

宝川 ･白坂 佐　藤　末　子

屋敷 ･楢木平 ･熊沢 伊　藤　優　一

柴崎 ･橋立 ･滝坂 佐　藤　勝　栄

平明 ･呼賀 ･原 ･新村 薄　　　俊　一

樟山 ･滑沢 細　野　シズエ

小清水 ･漆窪 ･高目 ･荒木 會　澤　　　真

新しい民生・児童委員の皆さん  任期＝令和元年 12月１日～令和４年 11月 30 日（３年間）
【野沢・尾野本地区】（敬称略）

【群岡・新郷・奥川地区】（敬称略）

Nishiaizu　2020・１　│　1213　│　Nishiaizu　2020・１



町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

町議会議員として 12年にわたり町政の発展に貢献

高齢者叙勲  宮澤秀夫さんに旭日単光章高齢者叙勲  宮澤秀夫さんに旭日単光章

左から若林凛々子さん、須藤美琴さん、髙野駿さん、長谷川夢樹さん、
齋藤優薫さん

左から長谷川悠斗さん、簗田まりなさん、矢部
光人さん、五寧日南さん

薄町長より委嘱状を受け取る鈴木暁さん薄町長より委嘱状を受け取る鈴木暁さん

左から横山範之さん、齋藤英行さん、矢部𠀋夫さ左から横山範之さん、齋藤英行さん、矢部𠀋夫さ
ん、渡部秀満さん、平野眞さんん、渡部秀満さん、平野眞さん

左から齋藤祐樹生徒会長、渡部響祐生徒会副会
長、戸坂孝子教諭

　町議会議員を３期 12 年にわたり務めた宮澤秀夫さん

に対し、このたび高齢者叙勲（旭日単光章）が発令され、

その伝達式が 11 月 28 日、町長室で行われました。式

では、守岡文浩会津地方振興局長より宮澤さんへ勲記と

勲章が贈られ、薄町長から「叙勲の受賞、誠におめでと

うございます。今後ともご指導ご鞭撻くださいますよう

お願いします」とお祝いの言葉が贈られました。宮澤さ

んは「受賞は皆様方のご指導と励ましのおかげです。こ

れまで支えてくれた方々に厚く御礼申し上げます。今後

もこの栄誉に恥じることなく、日々元気に楽しく、長生

きしたいと思います」とあいさつしました。

　12 月２日、町除雪センターにおいて町除雪事業臨時技能員

辞令交付式・出動式が行われました。式では、統括チーフオペ

レーターの鈴木暁さんが 22 人の技能員を代表し薄町長より辞

令書を受け取り、奥川除雪ステーションオペレーターチーフの

片岡建三さんが「安心安全な道路交通網の確保に向け、万全な

体制で作業に取り組みます」と決意を述べました。技能員の皆

さんは、３月末まで町道などの除雪作業にあたります。

　町では今冬も除雪困難世帯への支援を行う雪処理支援隊を設

置し、その辞令交付式を 12 月２日、町役場で行いました。式

では薄町長が隊員へ辞令書を交付し、「雪処理支援は冬季の町

民生活にとって大変重要な業務です。体調や事故に注意し、活

動をお願いします」とあいさつしました。雪処理支援隊は、自

力での除雪が困難で家族や集落からの支援を受けることが難し

い世帯の除雪支援を行います。

　西会津小・中・高生が各校で集めた赤い羽根共同募金を町へ引

き渡しました。11 月 13 日には西小からボランティアで募金活

動を行った児童を代表し５年生４人が、同 21 日には西高から生

徒会長と副会長が、同 28 日には西中から生徒会役員５人が町長

室を訪れ、薄町長へ募金箱を手渡しました。児童生徒らは登校時

に校門に立ったり、校舎内を回るなどして募金活動を行いました。

薄町長は「皆さんのお小遣いから頂いた貴重な浄財。大切に使わ

せていただきます」と感謝の言葉を述べました。 　第 21 回米・食味分析鑑定コンクール国際大会の都道

府県代表お米選手権（11 月 30 日・翌１日開催）にお

いて金賞を受賞した三留栄一さんが 12 月 11 日、町長

室を訪れ、受賞を報告しました。報告を受けた薄町長は

「おめでとうございます。町内のお米が金賞に輝いたこ

とはとても名誉なことです。来年もまたおいしいお米を

作ってください」と祝福しました。三留さんは米作りに

ついて「青坂の土壌の特性に合わせ、肥料を与えすぎず、

自然に任せ育てることを心掛けています」と話しました。

　12 月４日、地域おこし協力隊委嘱状交付式が町長室

で行われ、新しく隊員として着任した長
は

谷
せ

川
がわ

幸
こう

志
じ

さん（い

わき市出身）と谷
たに

口
ぐち

紘
ひろ

子
こ

さん（大阪府枚方市出身）へ薄

町長より委嘱状が交付されました。谷口さんは西会津高

校活性化対策の分野で活動し、長谷川さんは地域課題の

解決に向けたビジネスモデルを構築するため西会津国際

芸術村を拠点に活動します。薄町長は「専門分野の豊富

な知識と経験を思う存分発揮し、町の活性化に力を貸し

てください」とあいさつしました。

小中高生が各校で募金活動を行いました

赤い羽根共同募金を町へ引き渡し赤い羽根共同募金を町へ引き渡し

町除雪事業臨時技能員辞令交付式・出動式

冬を迎え 除雪作業がスタート冬を迎え 除雪作業がスタート

雪処理支援隊を今年も設置します

自力での雪処理が困難な家庭を支援自力での雪処理が困難な家庭を支援

町議会経済建設常任委員会委員長などを歴任し、町政発
展と議会運営に貢献した宮澤秀夫さん（中央）

都道府県代表お米選手権で金賞を受賞した三留さん（右）

新しく着任した長谷川幸志さん（左）と谷口紘子さん（右）

地域課題解決に向けたビジネスモデルの構築・西高の活性化を担当

地域おこし協力隊に長谷川さんと谷口さん地域おこし協力隊に長谷川さんと谷口さん

米・食味分析鑑定コンクール国際大会での受賞を報告

三留栄一さんのコシヒカリが金賞を受賞三留栄一さんのコシヒカリが金賞を受賞
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

西会津地域活性化協議会  教育支援部会  活動報告

西小 4年生と 6年生  タブレットを使い学習西小 4年生と 6年生  タブレットを使い学習

西会津地域活性化協議会  有害鳥獣被害対策部会  活動報告

イノシシ被害対策現地指導会を開催イノシシ被害対策現地指導会を開催

山本准教授（中央）からわなの仕掛け方などを学びました

タブレットを活用しながら町の歴史について学ぶ児童

　児童の一層の学力向上やＩＣＴリテラシーの向上など

を目的に西会津地域活性化協議会・教育支援部会ではこ

のほど、農山漁村振興交付金事業を活用し、西会津小の

４年生と 6年生へタブレットを配付しました。

　４年生は総合的な学習の時間の中でタブレットを使

い、情報を検索し、町を探検した際に学習した内容を振

り返りました。６年生はタブレット内のドリル教材ソフ

トを使い、自分の不得意な教科や分野の習熟を図りまし

た。地域活性化協議会および町教育委員会では、今後も

ＩＣＴ機器を授業支援に効果的に活用するとともに、児

童が主体的に課題を解決できる力を育み、一層の学力向

上に結びつけていきます。

　長岡技術科学大学の山本麻希准教授を招いた有害鳥獣

対策のための現地指導会が11月19日、奥川地区の小山・

向原集落で行われ、町農林振興課職員や町猟友会会員の

皆さんがイノシシの通った痕跡の見分け方や、くくりわ

なの仕掛け方などの指導を受けました。

　町内では近年、イノシシによる農道や水路の掘り起こ

しや農作物への被害が増加しており、早急な対策が必要

となっていることから、今回初めて山本准教授を招き現

地指導会を開催しました。 

　山本准教授は鳥獣害対策に関する研究を長年行ってお

り、農林水産省の農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー

のほか多数の委員を歴任され、自身もわなの免許などを

有し、捕獲活動を実践されています。

　町では、令和２年度の町職員採用候補者試験を行います。「ふるさとで働きたい」「まちづくりに携わりたい」

そんなあなたのチャレンジをお待ちしています。詳しくは問い合わせください。

＜問い合わせ先＞　総務課　総務係　☎ 45―2211

「一緒につくろう   このまちの未来」
 『保健師』の採用候補者試験を実施します

試験職種 保健師（資格免許職）

採用予定人数 若干名

受験資格
昭和 50年４月２日以降に生まれた人で、保健師（国家資格）の免許を
有する人または令和２年３月までに取得見込みの人。学歴は問いません。
（注）

試験

第１次試験

期日 令和２年１月 26 日（日）

会場 西会津町野沢字下小屋上乙 3308 番地　「西会津町役場」

日程

受付　午前 10 時～ 10 時 15 分

◎教養試験
　午前 10 時 30 分～正午

◎専門試験
　午後１時～２時 30 分

◎ 性格特性検査・職場適応性検査
　午後２時 45 分～３時 45 分

教養試験
の内容 高校卒程度 30 問

合否の
発表

令和２年２月上旬に役場掲示板に合格者の受験番号を掲示するほか、
受験者全員に文書で合否を通知します。

第２次試験 第１次試験の合格者に対して、作文および面接による試験を行います
※期日は令和２年２月下旬（予定）、会場は西会津町役場を予定しています

（注）次のいずれかに該当する人は受験できません。
　　 ①日本国籍を有しない人
　　②禁錮刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人
　　③本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人
　　④ 日本国憲法施行の日以後において日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党そ

の他の団体を結成し、またはこれに加入した人

◆申込用紙の請求　

　申込用紙は町役場で交付します。郵便により申込

用紙を請求する場合は、封筒の表に試験職種が分か

るように朱書きで明記（例：資格免許職［保健師］）

し、１２０円切手を貼った自分宛の返信用封筒（角

形２号）を必ず同封してください。

◆申し込み方法

　申込用紙に必要事項を記入して、町役場に提出して

ください。申込用紙を郵送する場合は、封筒の表に「試

験申し込み」と朱書きして送付してください。

◆試験申し込みの受付期限

　令和２年１月15日（水）※１月10日までの消印有効

【試験職種別採用予定人員および試験内容等】

職員採用試験案内
（資格免許職：保健師）

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。
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